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研究成果の概要（和文）：本研究は、乳幼児が単語を獲得する過程とその神経メカニズムを明らかにすることを
目的とした。注視している対象を推定して、対象物に対応した音声を提示するリアルタイムフィードバック刺激
提示法と、視線位置と脳波を同時計測する新しい方法を開発した。未知の単語に比して既知の単語に対する認知
的な処理資源の割り当てを減らすことによって単語の獲得を推進し、語彙数の指数関数的な増加をもたらすこと
が示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to reveal the mechanism of acquisition of words
 in infancy and toddlerhood, and to clarify the neural mechanisms underlying word acquisition. 
Therefore, we developed a real-time feedback system to present auditory stimuli, depending on the 
gaze position of infants on visual stimuli. We performed simultaneous recordings of gaze data, 
including pupil size, and electroencephalography, using this feedback system. Based on the results 
obtained from our novel methods, and a questionnaire on word acquisition, we suggest that the 
developing brain reduces the allocation of cognitive resources to process already known words. This 
is in contrast to the method used to process novel words, which increases the usability of cognitive
 resources for new vocabulary, facilitating the acquisition of new words, and an exponential 
vocabulary sprout during the course of word acquisition.

研究分野：認知神経科学

キーワード： 認知神経科学　発達脳科学　言語獲得　語彙　脳機能計測
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

(1)言語はヒトに固有と考えられるこころ／

脳の働きのひとつである。ヒトは言語を用い

て事柄や現象の情報を伝えるだけではなく、

感情や意図などの内的な情報を表すことが

できる。このような言語の本質を解明するた

めに 4つの課題が提案されている（Chomsky, 

1988; 1991）。①言語の知識を構成するもの

は何か、②言語の知識はどのようにして獲得

されるのか、③言語の知識はどのようにして

用いられるのか、④言語の知識とその使用の

ための生物学的な基盤は何か。ヒトの言語は、

構造的な規則性を持つことが大きな特徴で

あるが、獲得過程においても他に例を見ない

特徴がある。それは、「言語を構成する個別

言語の音や一つずつの単語、規則性を明示的

に教わることがなくても子どもは母語を獲

得することができる」という事実である。こ

のことは、類人猿や他の動物種にシンボルの

使い方を教えることとは一線を画す。それで

は、なぜ、どのようにして、ヒトは子どもの

頃に言語を獲得し、使用することができるよ

うになるのであろうか。この人間性の根本に

かかわる問いに答えるために、多くの研究者

が乳幼児の行動を観察し、記録してきた

（Piaget, 1955; Tomasello, 1992）。特に1970

年代以降には、乳幼児に音声や図形を呈示し

て行動の変化を観察することで、獲得してい

る知識が検討されてきた（Jusczyk, 1997; 

Boysson-Bardies, 1999）。行動研究の知見に

よる単語を獲得するまでの平均的な道筋は、

音声として発せられた「音」を乳幼児が連続

的な言語音として捉えることから始まり、音

声から言語情報を構築する「単語」を捉えて

自ら発することができるようになる過程で

あるとまとめることができる。この「単語を

捉える」発達過程をどのようにして実現して

いるのかを明らかにすることを本研究の主

眼とした。このためには、音声知覚や単語理

解の生物学的な基盤である「脳」の機能的な

発達と行動における変化とを共に検討する

ことで、上記の問②と④に挑むことが重要と

なる。 
(2)認知神経科学の進展と脳機能計測法の開
発によって、発達過程にあるヒトの脳、すな
わち、「発達脳」を研究することが可能とな
ってきた。これまでに、音声の抑揚情報の処
理に関わる領域が新生児期から右半球の側
頭頭領領域にある
ことを示し、生後 3
ヵ月から10ヵ月の
間にその領域の役
割が発達的に変化
することを報告し
た（図 1、新生児の
結果を黒丸で、3ヵ
月児と10ヵ月児に

共通して同定された領域を星印で示した。
Homae et al., 2006, 2007 をもとに改変）。
音声知覚の発達を乳児の脳において明らか
にしてきたが、知覚した音声を言語として理
解する過程を解明するように発展させるの
が本研究となる。単語認知は数百ミリ秒の時
間スケールで処理が進むことを考えると、時
間解像度に優れた計測を行う必要がある。近
年になって、乳幼児の脳波を計測することで、
音声知覚や単語認知の過程が検討されるよ
うになってきた。母音の違いの知覚や既知の
単語の弁別、単語と図形の連合において、重
要な知見が報告されてきている（Friederici 
and Thierry, 2006）。視覚提示された絵と音
声の意味が一致していない場合には、12 ヵ月
齢以降で意味逸脱を反映する脳波成分
（N400）が計測されることが報告されている
（Friedrich and Friederici, 2010）。しか
しながら、これまでの研究では、音声知覚と
単語認知を個別に扱っており、観察されるよ
うな発達過程の連続性を行動研究と脳機能
計測で同時にとらえることがなされていな
かった。また、乳幼児期における N400 の潜
時や振幅の大きさについては統一的な見解
に至っておらず、発達的な変化を特徴づける
ことに成功していない。これらのことから、
脳波計測と眼球運動計測を組み合わせる新
しい計測方法を開発した上で、12 ヵ月齢から
24 ヵ月齢の乳幼児における単語の獲得過程
と単語認知を検討することが重要になると
考えられる。 
 
２．研究の目的 

(1)乳幼児が語彙を獲得する過程とその基盤
となる神経メカニズムを明らかにすること
を目的とする。音声の中から単語を知覚し、
語彙を獲得する過程を一連の機序として検
討する。そのために、乳幼児が注視している
対象を推定して、対象物に対応した音声を提
示するリアルタイムのフィードバック刺激
提示法と、眼球運動計測と脳波計測を同時に
行う新しい計測方法を開発する。このシステ
ムを用いて、12 ヵ月齢から 24 ヵ月齢の乳幼
児が視覚情報と聴覚情報を統合して「音声か
ら単語を検知して獲得する一連の過程」を行
動と脳反応を指標として明らかにする。 
(2)語彙数が少ない間は、音声と指示対象物
を連合することで単語が成り立っているの
に対して、単語の量が増加するとともに 1 つ
ずつの語彙項目に含まれる情報が質的に変
化して心的辞書を構築することで、語彙の急
増を可能にすると仮説をたてて検証する。心
的辞書の構築過程で脳における単語の意味処
理に変化が生じ、脳の活動パターン、ひいては、
眼球運動や瞳孔径にも変化が現れると考えられ
るため、質問紙を用いて語彙数を調査するととも
に、音声聴取時の瞳孔径の変化に注目する。 

(3)当初の計画では平均的に初語が出始める
と考えられる 12 から 24ヵ月齢を対象とする
ことにしたが、音声知覚の発達が進み、単語

図 1 
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の理解をし始めると考えられる 6ヵ月齢以降
も研究対象に含めるように発展させた。また、
研究遂行の過程で 18 ヵ月齢になる前に語彙
獲得において大きな変化が生じる可能性が
見いだせたことから、最終年度を延長してそ
の時期の幼児を対象とした計測を追加した。 

 

３．研究の方法 

(1)首都大学東京南大沢キャンパス近隣に住

む乳幼児と保護者に、ボランティアで研究に

参加して頂いた。保健福祉センターでおこな

っている健診や講座で募集をする許可を頂

き、チラシを配布して直接ご説明した。また、

子育て支援センターや図書館、小児科の病院

においてもポスターを貼付する許可を頂い

て、ご協力をお願いする案内を掲示した。八

王子市の住民基本台帳を学術研究目的で閲

覧する申請をして、対象月齢となる乳幼児が

いらっしゃるご家庭にダイレクトメールで

研究の紹介とご協力のお願いをした。いずれ

の募集においても、研究に関心を持ってご連

絡を下さった方にさらに詳しい説明をして

からご協力頂く日程を決めた。研究を開始す

る前に、実際に計測をおこなう現場で具体的

な説明をした上で、保護者から研究に協力す

る同意を書面で頂いた。同意書は個人情報保

護法にのっとって管理した。具体的には、鍵

がかかる棚にて保管し、本研究の目的以外で

個人情報を使用しないことを明記した。研究

結果は、個人情報が特定できない形で報告し

た。また、全ての研究は、首都大学東京研究

安全倫理委員会の承認を得ておこなった。 

(2)乳幼児が獲得している語彙を調べるために、

日本語マッカーサー乳幼児言語発達質問紙

（小椋・綿巻、2004、京都国際社会福祉センタ

ー）の「語と身振り」を用いた。この質問紙は、米

国で Fenson ら（1993）によって開発され、英

語以外の言語に訳されて普及しているマッ

カーサーコミュニケーション発達質問紙を

日本語に訳すとともに、適切な語を加えて標

準化されたものである。単語については、保

護者の判断によって対象児がその単語を「わ

かる」「わかる・言う」もしくは、いずれに

も該当しないと回答することで単語の理解、

発出を調査することができる。「語と身振り」

版は 8 ヵ月から 18 ヵ月児を対象としている

が、今回の計測対象の大部分を網羅している

時期であると同時に、単一の指標を作成した

いという意図に基づいて、全ての対象児の保

護者に「語と身振り」版にご協力頂いた。 

(3) 乳幼児に機器を装着する必要がない非

接触の眼球運動計測は、視線や注視時間を計

測する上で有効な手法である（Gredebäck et 

al., 2010）。この利点を活かして、眼球運動

計測装置（Tobii TX300, トビーテクノロジ

ージャパン）を用いて乳幼児の注視点が視覚

刺激にあるときにのみ、刺激に対応した音声

を提示する刺激提示システムを構築した。こ

のシステムを用いることで、1 つの視覚刺激に

おいてどの場所に注目しているかによって異な

る音声刺激を提示することができるようになり、複

数の要素を含む絵や写真を用いることが可能と

なった。 

(4)乳幼児の単語認知に関する脳波計測にお

いては、視覚刺激とともに単語 1語の音声刺

激を提示する方法が用いられることが多い

（ 例 、 Friedrich and Friederici, 2005, 

2006）。信頼性の高いデータを取得するため

には、乳幼児が視覚刺激を見ている時の反応

を計測すること、また、瞬きなどによる計測

ノイズの混入がない状況を作ることが重要

となる。そこで、上述（3）の技術を用いて、注

視点を確認しながら脳波の計測をおこなうことが

できる同時計測システムを構築した。眼球運動

計測では瞬きによってデータが欠損を起こすこ

とを利用して、瞬きを眼球運動計測からとらえ、

脳波に含まれる眼電位の情報から得られた

瞬きのタイミングと合わせて解析をするこ

とができる。このようなシステムの確立は、

視覚・聴覚情報処理に関わる脳波計測を行う

上で非常に汎用性が高く、有効な計測技術と

なる。脳波計測にはアンプとして NuAmps

（Neuroscan 社）を、脳波キャップとして

Waveguard（ANT Neuro 社）を用いた。FCz を

接地電極、左乳様突起（M1）を基準電極とし

て、Fp1、Fp2、Fz、Cz、Pz、M2 を計測した。 

(5) 音声知覚が単語認知にどのように繋が

るのかを調べるために、主に近赤外光脳機能

計測装置（Near Infrared Spectroscopy, 

NIRS）を用いた脳機能計測の知見を元にして、

乳児期初期における脳機能の発達と言語情

報を含めた知覚・認知の発達との関係を調査

し、検討した。 

 

４．研究成果 
（1）研究期間中に複数回ご協力頂いた場合
も含めて、延べ 488 名（男児 262 名、女児 226
名）にご協力頂いた。月齢別では、当初予定
していた 12 ヵ月児は 81 名と最も多く、20 ヵ
月以上 23 ヵ月までの幼児も計 105 名にお越
し頂いた。研究期間の途中から範囲を拡げて
計測をすることにした 6 ヵ月以上 12 ヵ月未
満の乳児も、109 名にご協力頂いた。このよ
うに 2歳未満の広い月齢の幅を対象にして安
定した研究を行う場を形成したこと自体も
本研究の成果の 1つである。近隣の機関にご
協力頂いたおかげであると同時に、科研費の
支援によるものと感謝している。 
（2）①日本語マッカーサー乳幼児言語発達質
問紙（小椋・綿巻、2004）について、448 語の理
解と発出を集計（446 名分、うち女児 207 名）
した。理解語数は、10 ヵ月齢まではほとんど
ない（0 である）乳児が大多数であるが、10



ヵ月を超えたあたりから、数十語から 100 語
程度を理解する乳幼児が現れ始め、200 語程
度を理解していると回答された場合も散見
された。ただし、理解語数の最大値はその後
急速に増えることはなく、18 ヵ月齢までは数
語から 250 語の範囲にほぼ収まる。一方で、
18 ヵ月を過ぎると、理解語数が 300 語を超え
る幼児が現れ始め、また、個人差が大きくな
る。24 ヵ月齢になる頃でも、解析対象とした
448 語全てを理解すると回答された場合はな
く、8ヵ月齢から 18 ヵ月齢を対象とした「語
と身振り」版を 24 ヵ月齢までに用いても、
単語数の変化をとらえられることが明らか
になった。理解語数は乳幼児間で平均した値
としては指数関数的に増えていくことがわ
かるが、その一方で月齢における最大値を見
ると階段状に増加していく傾向が顕著であ
る。さらには、特に 18 ヵ月以降では理解語
数の個人間の差が大きいことから、単語の獲
得が月齢による生物学的な発達だけでなく
極めて個人に依存した部分を含む過程であ
ることが示唆される。13 ヵ月から 20 ヵ月の
間に 2回ご協力下さったデータを解析すると、
1 回目の理解語数が多い方が、その後の 1 日
あたりの増加数が多いことが明らかになっ
た。このことは、集団の平均として指数関数
的に増加する傾向と一致している。言語の音
と意味が単語において対応することがわか
ると、そのような情報を音声の中からとらえ
やすくなる可能性が考えられる。一方で、音
韻、意味のそれぞれにおいて、類似している
単語は区別が難しくなることから、単語数が
増えるにつれて獲得する速度がゆるやかに
なる可能性も考えられる。本研究の結果は、
生後 2年の間では、促進する効果のほうが抑
制する効果よりも大きいことを示している。 
②発出語数に関しては、17 ヵ月頃まではほと
んど 0である乳幼児が大多数であるが、18 ヵ
月を過ぎると、平均的には増加し始め、月齢
ごとの最大値は月齢に従って増える傾向が
ある。増加し始める時期と傾向は理解語数と
異なるが、この時期において個人差が大きく
現れるのは同様である。19 ヵ月以降では、女
児の平均値の方が男児の平均値よりも高い
傾向があり、統計学的に有意な差として現れ
る。個人差が大きいため一概に結論づけるこ
とはできないが、発出をし始める初期段階に
おいては集団としての性差が認められる可
能性がある。 
(3)①視線位置・眼球運動の計測については、
単一の絵を示しながら絵と対応する、もしく
は、対応しない音声を提示した際の計測、文
中に含めた形容詞に対応する映像を選択的
に注視する際の計測等をおこなったが、乳幼
児の注視点が視覚刺激にあるときにのみ、刺
激に対応した音声を提示する刺激提示シス
テムを構築しておこなった計測について主
たる結果として報告する。このシステムを構
築するにあたって、モニター（1920 x 1080
ピクセル）上の視線位置を定義する必要があ

るため、以下の手続きをおこなった。1）左
右の眼の視線位置からリアルタイムに平均
値を求めて代表値とする。片眼を閉じるなど
してデータが正確に取得できていない場合
には、正確に取得できている眼の視線位置を
代表値とする。どちらの眼のデータも取得で
きない場合には、直前のデータを代表値とし
て代用する。2）視線位置の細かい変動を取
り除くために、直近に計測された 10 点分（サ
ンプリング周波数 120 Hz、83.3 ミリ秒に相
当）の視線位置の平均値を注視位置とする。
3）視線の停留をとらえるために、モニター
上の 30 ピクセル以内の注視位置の違いは移
動と見なさない。上記の手続きで得られた視
線位置に対応するモニター上の位置に半径
50 ピクセルの円を提示すると、視線位置をリ
アルタイムで確認することができる。視線位
置が画面上であらかじめ定めた領域の中に
一定時間以上停留している場合に、その領域
と対応づけをした音声を提示することで、視
線位置に応じた音声提示ができるようにな
った。研究協力の同意を得た成人 8 名を対象
として予備調査をおこなったところ、このシ
ステムを用いて瞳孔径の時間変化をとらえ
ることが可能であることが明らかになった。
瞳孔径は平均的には 2～6 mm 程度であり、対
光反射によって変化するだけでなく、視覚・
聴覚などの外的な感覚情報、覚醒の程度、感
情、認知的な負荷、注意などの内的な要因に
よっても変化することが知られている。外的
な刺激に誘発された場合には、約 200 ms 後
から変化し、500 ms～2,000 ms の間に変化の
最大を迎えることが報告されている。成人で
は、変化の大きさが 0.1～0.5 mm 程度と見積
もられており、変化の程度は変化前の瞳孔径
に依存しないと考えられている。瞳孔径を変
化させる神経基盤とされてきたのが脳幹に
ある青班核（locus coeruleus, LC）を中心
としたノルエピネフリン（norepinephrine、
NE）系（LE-NE system）である（Laeng et al., 
2012）。最近になって、上丘、大脳基底核、
特に前頭葉を中心とした大脳皮質連合野も
瞳孔径の変化に関与していることが示され
ている（Wang and Munoz, 2015）。従って、
構築した計測システムで瞳孔径を計測する
ことは、大脳皮質の活動を一部反映した早い
変動をとらえることに繋がると考えられる。 
②乳幼児を対象に上記のシステムを使って
絵と音声を提示しながら計測をおこなった
ところ、音声の提示後 1～2 秒の間に最大で
0.15 mm 程度の散瞳を生じることが認められ
た。この散瞳の程度は、最近になって、幼児
と成人のどちらにおいても音刺激に対して
最大で 0.1～0.2 mm 程度の散瞳があることが
示された結果（Wetzel et al., 2016）と同
様である。音声刺激として、絵と一致する単
語を用いる一致条件、一致しない実在する単
語を用いる不一致条件、一致しない存在しな
い単語を用いる新規語条件を設けて計測し
た 6ヵ月齢から 22ヵ月齢の 62名のデータを



解析したところ、いずれの条件においても、
音声の提示後に瞳孔径が大きくなった。一致
条件に比べて新規語条件では同程度か、やや
大きくなる傾向がある一方で、不一致条件で
は同程度かやや瞳孔径が大きくなりにくい
傾向があった（図 2）。この音声刺激は 2モー
ラの名詞を
録音して作
成しており、
各条件の違
いは 2 モー
ラ目の子音
だけとして
いた。従っ
て、乳幼児
はわずかな
音の違いをとらえて、絵と一致した情報か否
かを処理していることになる。特に、新規語
条件と不一致条件はいずれも絵とは対応し
ないにもかかわらず瞳孔径の変化に違いが
認められたため、特に不一致条件の変化に注
目をして解析をおこなったところ、月齢とは
相関が認められない一方で、理解語数や発出
語数とは有意な負の相関があり、特に発出語
数が増えれば増えるほど、不一致条件に対す
る瞳孔径の変化が小さくなる傾向が認めら
れた（ｐ< 0.005）。このような傾向は、一致
条件や新規語条件には現れず、絵と音声が表
す単語が一致しない場合にのみ顕著になる
結果であった。乳幼児においても瞳孔径の変
化が自動的な注意機能を反映する（Wetzel et 
al., 2016）と考えると、絵と一致しない意
味を表す音声であることがわかると、音声に
対する注意を低減させると考えられる。この
ことは既知の単語が増えるに従って、不必要
な情報に対する選別を行えることを示して
おり、処理資源を必要な情報に振り分けられ
るようになる可能性を示唆している。その一
方で、新規語条件の音声に対しては、一致条
件と同等以上の注意を向けていることにな
る。1 つの種類の事物には、対応する名称は
1 つだけであるとする相互排他性が強く働く
のであれば、新規語条件においても、不一致
条件と同様に瞳孔径の変化が小さいことが
予想されるが、この予想を覆す結果である。
このことは、新規な単語が既知の単語に対し
て、上位、もしくは下位のレベルを表す単語
であるか、全体ではなく部分を表すかという
ようなカテゴリー制約、事物全体制約
（Markman, 1989）のいずれにも即さない結
果であることを示している。上記の結果をま
とめると、単語を獲得する過程においては、
乳幼児期の早い段階から自由度を持って新
規語に接しており、前頭葉を中心として注意
資源を効果的に割り当てることが語彙の増
加に正の効果として作用する可能性を示唆
している。質問紙調査で現れた指数関数的な
増加の背景には、このような獲得過程がある
と考えられるが、その一方で、階段状に増加
する時期があることについては、そのメカニ

ズムを解明することが将来の課題である。 
(4) 眼球運動と脳波の同時計測については、
音声の提示を乳幼児の注視に依っているた
め、視線計測と脳波の両方に含まれている瞬
き（瞬目）による信号の欠損および変化を用
いて、2 つの時系列をあわせる方法を開発し
た。瞬目時には、両眼の視線位置データが同
時に欠損値になることを利用して、瞬目のタ
イミングを決定した。脳波にはFp1およびFp2
に瞬目のノイズが大きくなるため、Fp1 のデ
ータから瞬目のタイミングを決定した。両者
の時間軸を合わせることで、視線計測の音声
提示のタイミングにおいて脳波の変化を検
討することができる。得られた波形について
時間周波数解析をおこなったところ、音声刺
激提示後の早い時間帯でガンマ帯域のパワ
ーが大きくなる傾向が得られた。近年、ガン
マ帯域のパワーと認知機能に関する検討が
盛んになされており、Herrmann ら(2004)は、
記憶との照合や照合した情報の利用と関係
があるとのモデルを提唱している。成人では、
文字で視覚提示された単語の認知との関係
も報告されており（Mainy et al., 2008）、
今回得られている傾向は、乳幼児においても
音声が表す単語について語彙アクセスをし
ていることを示している可能性があり、今後
さらなる解析と検討が必要である。また、成
人を対象とした単語の処理に関する脳波計
測を行い、プライミングパラダイムのターゲ
ット刺激において、単語のカテゴリー（生物
か非生物か）によって事象関連電位の潜時が
早い成分の振幅の大きさが異なることを見
いだした。発生源推定をおこなうと、側頭葉
前部、側頭葉腹側後部、下頭頂領域の神経活
動が関わっていることが示唆された。これら
の結果から、先行する意味情報のトップダウ
ン処理が単語の処理の初期段階に影響を及
ぼすことが考えられる。乳幼児の瞳孔径にお
いてもかなり早い時間帯から条件間の差が
見てとれることを考えると、早期の時間帯や
成分に注目する必要があることを示す結果
である。 
(5) 乳児期初期における脳機能の発達と言
語情報を含めた知覚・認知の発達との関係に
ついては、NIRS を用いた検討と、乳幼児を対
象にした NIRS 計測のもとになる頭皮上位置
と脳表との対応関係についての検討をおこ
なった。NIRS 計測の研究結果を発達に焦点を
当てて検討したところ、左右半球の関係性は
発達とともに互いに独立していくだけでな
く、相互に抑制をする関係になることを示唆
するまとめを得ることができた。また、NIRS
を用いて音声に対する皮質活動を計測する
と、3 カ月児においても側頭葉と頭頂葉にお
いて機能局在が認められるだけでなく、左右
半球間の分化と、左半球内の前頭・頭頂ネッ
トワークが機能している結果が得られた。こ
のような音声に対して特化をした処理をす
る側頭葉後部のメカニズムが、音声から単語
への橋渡しをする基盤として機能する可能

図 2 



性がある。心的辞書の構築が、このような領
域の活動や発達とどのような関係にあるの
かを検討することが今後の課題である。12 ヵ
月児の MRI（magnetic resonance imaging）
構造画像から脳溝と脳回を同定し、成人の標
準的なテンプレートと比較したところ、大き
さを揃えた場合には主な溝や回の位置が成
人と同等であることが示された。NIRS は頭皮
上から計測するために、脳表の計測位置との
対応が常に問題となり得るが、乳幼児であっ
ても、脳波の国際 10-20 システムにのっとっ
て計測位置を決めるなど、相対的な位置関係
を保つことで脳表位置に大きな誤差をもた
らさずに計測できることが示された。その一
方で、頭頂葉の内側に近い背側部では、成人
と比較して乳幼児の方が相対的に後部に位
置することも明らかになった。中心前回がや
や広く、中心後回と楔前部が狭いことになる。
この構造における差異は、発達に伴って解消
されると考えると、頭頂葉の一部は生後 1 年
以降に相対的に大きくなると予想される。角
回、縁上回を含む下頭頂小葉の大きさにも影
響を与える可能性があることから、この領域
の拡大と単語の獲得の間に関係があるか否
かを個人ごとに検討することは極めて有効
であると考えられる。このように、本研究で
は、計測環境の整備から始まり、質問紙調査、
眼球運動・瞳孔径の計測、脳波計測、NIRS 計
測、脳構造の解剖学的検討を組み合わせるこ
とで、生後 2 年間に単語を獲得していく過程
とその神経メカニズムの一端を明らかにす
ることを実現できた。発展的な研究課題を多
数見いだすことができ、今後も検討を進めて
いく予定である。 
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平成 29 年 3 月 8日 
首都大学東京南大沢キャンパスにおいて、第
2 回発達脳フォーラム（一般公開）を「こと
ばがわかる、脳がわかる」と題して開催。 
 
平成 28 年 3 月 9日 
首都大学東京南大沢キャンパスにおいて、第
1 回発達脳フォーラム（一般公開）を「こと
ばと脳の発達」と題して開催。研究にご協力
下さった保護者、保健福祉センター関係者、
本学教員、学生が参加して、研究代表者を含
めた演者の発表をもとにした活発な議論と
意見交換をおこなった。 
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